










1.研究目的 

 最近のわが国の産業の著しい伸展に伴って,婦人が広い産業面において直接これに携る

傾向が強くなっており,特に有配偶者婦人の就業数が著増している。このため労働という要

因が婦人の妊娠,分娩に対してどのような影響を与えるかとしいう基本的問題が関心を集

めているにも拘らず,未だ医学的な解析がなされていないのが現況である。一方また今後さ

らに既婚婦人の就業増加が予想されている今日,このことはますます重要な課題になりつ

つあると考えられる。 

 われわれは勤労婦人(以下職業婦人)と家庭婦人を比較して妊娠前の月経歴および妊娠中

の母体の異常,分娩様式,分娩時の異常,新生児の異常などについて,両者に差があるか否か

を統計的に比較検討し,また職種別,労働時間別にも検討を加えてみた。 


